

















































































Hammond and Williams（1976）の Spirit of Capitalism Scaleに含まれる質問項目を参考にして
いる１）。
この Hammond and Williams（1976）のものを含め、PWE尺度は、これまで何人もの研究



























る（Basten and Metz 2011）。PWEは、福祉政策へのネガティブな態度、および社会的に劣位
に置かれた人々（貧困層、ホームレス、黒人、女性等）に対するネガティブな態度と正の関連















































ト調査である。調査対象者は、2012 年 12 月 31 日現在で満 20 歳～64 歳の男女である。都























表 3 に示してある。決定係数の値から、モデル 1 の説明力は 6％程度にとどまっており、
「仕事による成長」という労働倫理の形成に属性・階層要因が与える効果は強くないことが
わかる。より具体的な職業経験の効果をみるために、モデル 2 で仕事の自律性を投入し、
モデル 3 では、職場承認の変数を投入している。さらにモデル 4 では、年齢と職場承認の
交互作用効果を検証した。最終的なモデルでは、10％程度の説明力が得られており、社会
意識の分析モデルとしては必ずしも低くない値となっている。
主に仮説 1 は、仕事の自律性を投入したモデル 2 において検証されている。仮説 2 は、




























モデル1 モデル2 モデル3 モデル4
年齢 0.094 ** 0.075 * 0.075 * 0.075 *
年齢2乗 0.003 -0.008 -0.004 -0.003
教育年数 0.074 * 0.066 * 0.065 * 0.065 *
専門 0.042 0.011 0.010 0.006
管理 0.079 * 0.037 0.039 0.040
事務 0.045 0.041 0.041 0.039
販売 0.022 0.013 0.010 0.011
農業 0.046 0.034 0.034 0.030
ブルーカラー(基準) ---- ---- ---- ----
非正規雇用ダミー 0.054 0.073 * 0.062 0.063 *
企業規模1人 0.071 * 0.064 * 0.094 ** 0.091 **
企業規模2-29人 -0.019 -0.032 -0.023 -0.022
企業規模30-299人 -0.021 -0.020 -0.013 -0.010
企業規模300人以上(基準) ---- ---- ---- ----
世帯年収300万未満 0.026 0.029 0.028 0.030
世帯年収300-500万(基準) ---- ---- ---- ----
世帯年収600-800万 0.082 * 0.074 * 0.066 0.067
世帯年収900万以上 0.161 *** 0.135 *** 0.132 *** 0.136 ***
仕事の自律性 0.193 *** 0.134 *** 0.133 ***
職場承認 0.106 ** 0.107 **
年齢 × 職場承認 -0.064 *
決定係数 0.067 *** 0.099 *** 0.106 *** 0.110 ***
調整済決定係数 0.055 *** 0.086 *** 0.093 *** 0.096 ***
Ｎ 1130 1130 1130 1130



























そう思う ややそう どちらとも あまりそう そう思わ 合計思う いえない 思わない ない

































































































































た（間 1971; Dore 1973=1987; 稲上 1981）。しかし、2000 年代に入ってから、日本企業の「職
場共同体」的な性質が変貌しはじめたという指摘が次々になされはじめる（Dore 2006; Mey-
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